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研究成果の概要：代数多様体の相対グロタンデイーク群の共変関手から有理数係数多項式を係

数とするホモロジー群の共変関手への自然変換である「モチビック Hirzebruch 特性類」が有限

集合の濃度の概念の自然な拡張であることを示した。また、モチビック Hirzebruch 特性類の双

変理論を構成するための準備として、代数多様体の Levine-Morel の代数的同境理論(algebraic 

cobordism)の双変理論のひな形とも言うべき oriented bivariant theory を構成した． 
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者與倉が長年行ってきた研究テー

マ「特異多様体の特性類の理論」は,標語的

に言うと,ある種の共変関手からホモロジー

理論の自然変換のことである。代表的かつ重

要なものは、Chern ホモロジー類、Todd ホモ

ロジー類、ホモロジーL 類の３つの理論であ

る。個々に展開された３つの理論を統一的に

扱えるか否かは興味ある問題として残され

ていた。研究代表者は、J.-P.Brasselet (France)

と J.Schürmann(Germany)との共同研究により、

相対グロタンデイーク群を用いて、ある意味

で３つの理論を統一的にとらえる定理（モチ

ビック Hirzebruch 特性類）を証明した。これ

は「モチーフ論的」な結果である。この研究

成果を得る過程において見え隠れしていた

のが、Levine-Morel の algebraic cobordism 理

論であった。V. Voevodsky は higher algebraic 

cobordism という一般コホモロジー論 を導入

して、Milnor 予想を証明した。この higher 

algebraic cobordism をよりよく理解するため

に、Levine と Morel が、より幾何的な方法で

導入したものが algebraic cobordism 理論であ

る。Fulton-MacPherson の双変理論の一部は

algebraic cobordism 理論と類似しているので、

algebraic cobordism 理論の双変理論版を構築

すること、更にモチビック Hirzebruch 特性類

等に関連する事柄を総合的に研究すること

に考えが至った。 

 

２．研究の目的 

（１） Fulton-MacPherson の 双変理論をより

精密にした Oriented 双変理論と呼ぶべきも

のを考察する。 

（２）algebraic cobordism と同様に、 universal 

oriented 双変理論が存在するかどうかを考察

する。 

（３）oriented 双変理論の応用、特にモチー

フ理論への応用を考察する。 

（４）最近の K.Behrend et al の研究では、stack

の理論に双変理論が応用されているので、

oriented 双変理論の stack の理論への応用も

考察したい。 

 

３．研究の方法 

平成１９年度： 

（１）２００７年８月の約２週間、Erwin 

Schrödinger 国際数理物理学研究所（オースト

リア）および Trieste 国際理論物理学センタ

ー数学部門（イタリア）に滞在し、本研究を

推進させた。 

（２）海外共同研究者である J.-P.Brasselet 博

士を２００８年１月に１週間、鹿児島大学に

招聘し、共同研究を行った。 

（３）本研究と関連する、国内で開催された

研究集会や国際研究集会などに参加し、参加

者と研究討論等を行った。 

（４）２００８年２月に「第３回代数・解析・

幾何学セミナー」を鹿児島大学で開催し、本

研究と関連する研究者を招待し、関連する研

究の講演を幾つか行ってもらった。さらに、

本研究テーマについて研究連絡等を行った。 

 

平成２０年度 

（５）２００８年９月に UC Berkeley MSRI

で開催された国際研究集会「Topology of 

Stratified Spaces」に研究代表者の成果「モチ

ビック特性類」について招待講演を行った。

さらに、参加していた海外共同研究者である

J.Schürmann 博士と共同研究を行うとともに、

参加者達と研究連絡を行った。 

（６）海外共同研究者である J.-P.Brasselet 博

士を２００８年１２月に１週間、鹿児島大学

に招聘し、共同研究を行った。 

（７）本研究と関連する、国内で開催された

研究集会や国際研究集会などに参加し、参加



 

 

者と研究討論等を行った。 

（８）２００９年２月に「第４回代数・解析・

幾何学セミナー」を鹿児島大学で開催し、本

研究と関連する研究者を招待し、関連する研

究の講演を幾つか行ってもらった。さらに、

本研究テーマについて研究連絡等を行った。 

 

４．研究成果 

（１）「モチビック特性類」が有限集合の濃

度の概念の自然な拡張であることを示した。

これは、UC Berkeley MSRI で開催された国際

研究集会「Topology of Stratified Spaces」の招

待講演で解説した。解説の論文は MSRI 

Publications に掲載される予定である。 

（２）Levine-Morel の algebraic cobordism 理

論の双変理論のひな形とも言うべき oriented 

双変理論を構成する事ができた。この成果は、

国際雑誌 International J. Mathematicsに掲

載が決定した。 

（３）Oriented 双変理論の構成にヒントを得

て、「モチビック特性類」の双変理論のひな

形を構成した。これは 2009 年 8 月

Strasbourg で開催される第５回日仏セミナ

ーで講演する予定である。 

（４）さらに、Oriented 双変理論の構成にヒ

ントを得て、Jörg Schürmann 博士との共同

研究で、Atiyah の bordism 理論と Quillen

の cobordism 理論を統一するような理論の

モデルになるような bivariant bordism 群を

構成した。これは現在執筆中で近く発表の予

定である。 
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